
■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
刈
谷
市
立
お
が
き
え
保
育
園
の
指

定
管
理
者
を
指
定
し
ま
す
。

指
定
管
理
者

　
株
式
会
社
ト
ッ
ト
メ
イ
ト

　
清
須
市
西
枇
杷
島
町
子
新
田
１
番

地
の
４

指
定
の
期
間

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
37

年
３
月
31
日
ま
で

〔�

問
〕
引
き
続
き
の
指
定
と
な
る
が
、

過
去
10
年
間
に
得
た
メ
リ
ッ
ト
は

あ
っ
た
の
か
。

〔�

答
〕
延
長
保
育
、
日
曜
日
や
祝
日

の
休
日
保
育
、
一
時
保
育
の
充
実

の
ほ
か
、
公
立
保
育
園
に
と
っ
て

は
、
民
間
の
保
育
や
運
営
に
対
す

る
考
え
を
聞
く
こ
と
で
刺
激
を
受

け
な
が
ら
よ
り
よ
い
保
育
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

〔�

問
〕
こ
れ
か
ら
の
10
年
、
何
を
課

題
と
捉
え
て
事
業
を
進
め
る
の
か
。

〔�

答
〕
今
後
、
さ
ら
に
よ
い
保
育
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
市
の
実
施

す
る
研
修
会
へ
の
参
加
を
増
や
す

な
ど
、
保
育
士
の
資
質
向
上
に
つ

い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
を
指
定
し
ま
す
。

指
定
管
理
者

　
Ｋ
Ｃ
Ｓ
Ｎ
共
同
事
業
体

　
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
５
丁
目
40

番
13
号

指
定
の
期
間

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32

年
３
月
31
日
ま
で

〔�
問
〕
指
定
管
理
者
に
ど
の
よ
う
な

管
理
を
求
め
る
の
か
。

〔��

答
〕
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
た
、
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
管
理
運
営
に
よ
る
コ
ス
ト
の
低

減
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
よ
う
な
講
座
、
教

室
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
利
用
者

の
満
足
度
が
向
上
す
る
よ
う
な
管

理
を
求
め
る
。

■
刈
谷
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〔�

問
〕
条
例
の
概
要
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

〔�

答
〕
来
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

の
中
で
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図

り
、
受
け
入
れ
施
設
を
少
し
で
も

多
く
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
県
が
認
可
し
て
い
る
幼
稚
園

や
保
育
園
に
加
え
、
家
庭
的
保
育

や
小
規
模
保
育
な
ど
を
市
が
新
た

に
認
可
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔�

問
〕
保
育
士
配
置
基
準
な
ど
に
つ

い
て
、
市
の
独
自
基
準
を
設
け
た

考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

〔�

答
〕
市
と
し
て
質
の
高
い
保
育
を

維
持
し
、
安
心
・
安
全
な
子
育
て

施
策
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
考
え

の
も
と
、
家
庭
的
保
育
者
を
保
育

士
に
限
定
し
た
り
、
保
育
を
行
う

職
員
の
人
数
や
設
備
の
基
準
も
、

市
の
認
可
保
育
所
に
準
じ
、
国
よ

り
も
厳
し
い
基
準
を
設
け
た
。

■
刈
谷
市
亀
城
公
園
等
整
備
基
金
条

例
の
廃
止
に
つ
い
て
（
議
員
提
出
議

案
）

〔�

問
〕
今
回
の
条
例
廃
止
の
議
案
は
、

刈
谷
城
の
隅
櫓
（
す
み
や
ぐ
ら
）

な
ど
の
復
元
を
含
ん
だ
公
園
整
備

に
反
対
で
あ
る
こ
と
か
ら
提
案
し

た
の
か
。
そ
れ
と
も
復
元
に
は
賛

成
だ
が
、
基
金
を
活
用
す
る
こ
と

に
反
対
で
あ
る
こ
と
か
ら
提
案
し

た
の
か
。

〔�

答
〕
刈
谷
城
を
復
元
す
る
か
ど
う

か
は
別
と
考
え
て
お
り
、
公
園
整

備
は
一
般
財
源
で
十
分
に
賄
え
る

と
判
断
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

基
金
に
よ
る
財
政
の
硬
直
化
や
ペ

イ
オ
フ
の
危
険
か
ら
、
基
金
は
必

単
　
行
　
議
　
案

条
　
例
　
議
　
案

要
で
な
い
と
の
考
え
に
立
ち
、
提

案
し
て
い
る
。

〔�

問
〕
公
園
整
備
の
構
想
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

〔�

答
〕
平
成
27
年
度
に
基
本
設
計
、

28
年
度
は
実
施
設
計
を
行
い
、
工

事
の
着
手
は
現
段
階
で
は
平
成
29

年
度
に
な
る
予
定
で
、
平
成
32
年

度
の
市
制
70
周
年
に
向
け
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

〔�

問
〕
刈
谷
城
の
復
元
と
は
、
ど
こ

ま
で
の
範
囲
か
。

〔�

答
〕
刈
谷
球
場
北
側
に
あ
る
、
小

高
く
な
っ
て
い
る
一
帯
の
南
側
に

歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
隅
櫓
や
多

門
櫓
（
た
も
ん
や
ぐ
ら
）
、
石
垣

な
ど
の
一
部
の
建
造
物
を
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
。

〔
反
対
意
見
〕

　
刈
谷
市
亀
城
公
園
等
整
備
基
金
条

例
は
、
平
成
22
年
３
月
議
会
で
の
議

会
の
議
決
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も
の

で
、
基
金
の
中
に
は
市
民
か
ら
の
寄

附
金
も
含
ま
れ
て
い
る
。
基
金
を
廃

止
し
、
一
般
会
計
で
事
業
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
と
単
年
度
ご
と
に
多
額

の
資
金
が
必
要
に
な
り
、
一
般
財
源

を
圧
迫
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
反
対
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

◆
議
会
豆
知
識
◆

　

議
員
の
議
案
提
出
・
・
・
地
方
自

治
法
一
一
二
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、

議
員
の
12
分
の
１
以
上
の
賛
成
者
が

必
要
で
す
。
本
市
で
は
、
３
人
以
上

と
な
り
ま
す
。

会派名及び
議員名

議案名及び
議決結果

自民クラブ 市民クラブ 公明クラブ 日本共産党
議員団 清風クラブ 志誠会

新
自
民

ク
ラ
ブ

議
長

副
議
長

加
藤
　
峯
昭

山
崎
　
高
晴

岡
本
　
　
優

加
藤
　
賢
次

清
水
　
行
男

渡
辺
　
周
二

鈴
木
　
絹
男

中
嶋
　
祥
元

伊
藤
　
幸
弘

黒
川
　
智
明

佐
原
　
充
恭

鈴
木
　
浩
二

山
内
　
智
彦

沖
野
　
温
志

松
永
　
　
寿

白
土
美
恵
子

樫
谷
　
　
勝

新
村
　
健
治

野
村
　
武
文

山
本
シ
モ
子

上
田
　
昌
哉

新
海
　
真
規

星
野
　
雅
春

神
谷
　
昌
宏

蜂
須
賀
信
明

成
田
　
正
和

佐
野
　
泰
基

前
田
　
秀
文

指定管理者の指定について
（刈谷市立おがきえ保育園）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 会

議
出
席
の
自
粛
の
た
め
、
採
決
に
加
わ
ら
な
い

議
長
の
た
め
、
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○

刈谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

刈谷市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の制定について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

刈谷市公共駐車場条例の一部改正について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

刈谷市亀城公園等整備基金条例の廃止
について

否
決 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × ×

決算関係４議案※１
認定第１号 , 第５号 , 第６号 , 第７号

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月定例会提出議案の賛否について
９月定例会へ提出された議案のうち、賛否が分かれたものについて掲載します。（○：賛成　×：反対）

※１ 議案名については３ページ「議決結果一覧表」を参照ください　※２ 伊藤幸弘議員は監査委員のため、決算議案の採決には加わりません

議

案

審

議

刈谷市立おがきえ保育園

事業所内保育事業の保育士数（保育所型　定員20名以上）

亀城公園等再整備のイメージ

国の基準 刈谷市の基準
乳児
おおむね 3人につき 1人

乳児
3人につき 1人

満 1歳以上満 3歳に満たない幼児
おおむね 6人につき 1人

満 1歳以上満 2歳に満たない幼児
5人につき 1人
満 2歳以上満 3歳に満たない幼児
6人につき 1人

満 3歳以上満 4歳に満たない児童
おおむね 20 人につき 1人

満 3歳以上満 4歳に満たない児童
15 人につき 1人

満 4歳以上の児童
おおむね 30 人につき 1人

満 4歳以上の児童
30 人につき 1人
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補
正
予
算
議
案
は
、
全
議
員
で
構

成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
経

て
、
関
係
す
る
分
科
会
で
審
査
さ
れ

ま
し
た
。

　

９
月
24
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
長
よ
り

報
告
を
受
け
、
25
日
の
本
会
議
に
お

い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

22
億
４
，
５
９
７
万
１
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
一
般
会
計
）

５
３
９
億
９
，
２
３
１
万
３
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

８
２
９
億
１
，
７
３
０
万
７
千
円

主
な
事
業

（
環
境
）

　
低
公
害
車
の
普
及
啓
発
に
寄
与
す

る
た
め
、
年
末
に
発
売
予
定
の
水
素

を
燃
料
と
す
る
Ｆ
Ｃ
Ｖ
（
燃
料
電
池

自
動
車
）
を
購
入
し
ま
す
。

８
６
９
万
円

（
幼
稚
園
）

　
幼
児
の
保
育
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
来
年
の
夏
ま
で
に
全
幼
稚
園
に

空
調
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

３
億
５
，
２
０
０
万
円

（
児
童
福
祉
）

　
科
学
体
験
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
中
央
児
童
館
に
電
子
顕
微
鏡

を
導
入
し
ま
す
。

１
，
２
２
０
万
円

〔�

問
〕
導
入
予
定
の
電
子
顕
微
鏡
は
、

ど
の
よ
う
な
機
能
が
あ
る
の
か
。

〔�

答
〕
小
中
学
校
で
使
用
し
て
い
る

一
般
的
な
光
学
式
顕
微
鏡
は
、
倍

率
２
０
０
〜
３
０
０
倍
で
あ
る
の

に
対
し
、
10
倍
〜
６
万
倍
に
拡
大

で
き
る
も
の
を
想
定
し
て
い
る
。

〔�

問
〕
電
子
顕
微
鏡
を
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
の
か
。

〔�

答
〕
科
学
体
験
講
座
の
中
で
、
市

民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、

学
校
で
使
用
す
る
教
材
、
教
具
の

作
成
や
、
理
科
研
究
に
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
道
路
維
持
）

　
道
路
舗
装
の
劣
化
状
況
を
点
検
し
、

補
修
等
を
実
施
し
ま
す
。

１
億
１
，
９
７
１
万
円

（
公
園
）

　
総
合
運
動
公
園
に
パ
ー
ゴ
ラ
や
ベ

ン
チ
を
設
置
す
る
ほ
か
、
複
数
の
公

園
に
防
球
ネ
ッ
ト
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど

を
設
置
し
ま
す
。

２
，
０
０
０
万
円

　
※
市
民
の
方
等
か
ら
貴
重
な
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
補
正
予
算

に
計
上
し
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

・
保
育
園
事
業
費
寄
附
金
と
し
て

50
万
円

・
児
童
館
事
業
費
寄
附
金
と
し
て

１
，
０
０
０
万
円

・
公
園
事
業
費
寄
附
金
と
し
て

１
０
４
万
５
千
円

・
図
書
館
事
業
費
寄
附
金
と
し
て

５
万
円

・
学
校
管
理
事
業
費
寄
附
金
と
し
て

２
０
０
万
円

・
幼
稚
園
事
業
費
寄
附
金
と
し
て

10
万
円

　
今
回
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ

れ
た
請
願
１
件
と
陳
情
５
件
は
、
関

係
す
る
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
結
果
、

請
願
は
不
採
択
、
陳
情
は
４
件
が
採

択
、
１
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
陳
情
に
伴
う
意
見
書
と

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
係
る
周
知
及

び
適
切
な
労
災
認
定
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
は
本

会
議
最
終
日
に
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
、
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
意
見
書
の
全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
頂
く
か
議
会
事
務
局
ま
で
）

【
請
願
】

▼
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
ゆ
た
か

に
育
つ
よ
う
制
度
の
拡
充
を
求
め
る

請
願

不
採
択

【
陳
情
】

▼
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

採
択

▼
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

採
択

▼
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

採
択

▼
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を
軽
減

し
、
学
費
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る

た
め
に
市
町
村
独
自
の
授
業
料
助
成

の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

不
採
択

▼
定
数
改
善
計
画
の
早
期
実
施
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
陳
情

採
択

　
委
員
会
で
は
、
議
案
、
請
願
、
陳

情
の
審
査
の
ほ
か
、
主
に
次
の
こ
と

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

◆
所
管
事
務
調
査

　
「
学
校
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
」
「
ゾ
ー
ン
30
に
つ
い
て
」

「
消
防
団
支
援
に
つ
い
て
」
「
避
難

所
に
つ
い
て
」
「
ペ
イ
オ
フ
と
資
金

運
用
に
つ
い
て
」
な
ど

◆
所
管
事
務
調
査

　
「
野
田
町
新
田
地
区
に
お
け
る
工

業
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
」「
臨
時

福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
」「
ご
み
処

理
施
設
の
考
え
方
に
つ
い
て
」「
病

児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て
」「
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
に
つ
い
て
」
な
ど

◆
所
管
事
務
調
査

　
「
都
市
計
画
道
路
刈
谷
駅
前
線
に

お
け
る
交
通
社
会
実
験
に
つ
い
て
」

「
西
三
河
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に

つ
い
て
」
「
刈
谷
駅
北
地
区
市
街
地

再
開
発
に
つ
い
て
」
「
上
水
道
施
設

の
耐
震
化
に
つ
い
て
」
「
吹
戸
川
流

域
浸
水
対
策
事
業
の
状
況
に
つ
い

て
」
な
ど

◆
所
管
事
務
調
査

　
「
教
員
の
長
時
間
労
働
に
つ
い

て
」「
刈
谷
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

に
つ
い
て
」「
公
民
館
事
業
に
つ
い

て
」「
歴
史
博
物
館
に
つ
い
て
」
な
ど

請
願
・
陳
情
の
結
果

企
画
総
務
委
員
会

福
祉
経
済
委
員
会

建
設
水
道
委
員
会

文

教

委

員

会

委
員
会
の
動
き

購入予定のＦＣＶ

道路舗装のひび割れの様子

【行政視察】
　優れた事業を行う自治体を視察し、魅力ある刈谷市づくりに生かします。

◆企画総務委員会（10月15日～17日）
　千葉県千葉市「消防団支援の取組みについて」
　埼玉県春日部市「シティセールスについて」
　千葉県野田市「空き家対策について」
◆福祉経済委員会（10月22日～24日）
　千葉県柏市「地域包括ケアシステム構築へ向けた取組みについて」
　東京都東村山市「むさしの認定こども園について」
　東京都多摩市「島田療育センターについて」
◆建設水道委員会（10月22日～24日）
　東京都江戸川区「新しい街路樹デザインについて」
　群馬県前橋市「中心市街地活性化等によるまちづくりについて」
　静岡県浜松市「スマートインターチェンジについて」
◆文教委員会（10月15日～17日）
　岩手県盛岡市「遺跡の学び館について」
　秋田県秋田市「学力向上の取組みについて」
　宮城県仙台市「新たな学校防災教育について」

■公平委員会委員の選任（選任に同意）

都
つ

 築
づき

　眞
ま り こ

理子　氏（３期目）	一里山町
任期：平成26年10月1日～平成30年9月30日（4年間）
※公平委員会とは、地方公共団体職員の利益の保護と公正な人事権の
行使を保障するために置かれる機関です。
■固定資産評価審査委員会委員の選任（選任に同意）

塚
つか

 本
もと

　裕
ゆう

 三
ぞう

　氏（２期目）	今川町
任期：平成26年10月1日～平成29年9月30日（３年間）
※固定資産評価審査委員会とは、固定資産課税台帳に登録された事項に
関する不服申し立てについて、審査決定をする機関です。
■人権擁護委員の候補者の推薦（異議ない旨答申）

塚
つか

 崎
さき

　友
とも

 子
こ

　氏（４期目）	泉田町
深
ふか

 谷
や

　隆
たか

 子
こ

　氏（１期目） 野田町
早
はや

 川
かわ

　 輝
あきら

　  氏（１期目）	井ケ谷町
任期：平成27年1月1日～平成29年12月31日（３年間）
※人権擁護委員とは、国民に保障されている基本的人権を守るため、
法務大臣より委嘱されています。市長は議会の意見を聞き、法務大臣
に推薦します。
■教育委員会委員の選任（選任に同意）

神
かみ

 谷
や

　 修
おさむ

　  氏（３期目）	今川町
任期：平成26年10月1日～平成30年9月30日（４年間）
※教育委員会とは、学校の設置及び管理に関することや、教員の人事に
ついてなど、教育行政を処理するために置かれる機関です。

次回発行の２月１日号に
視察報告を掲載します

補
正
予
算
議
案

（5）	 平成 26 年 11 月 1 日	 かりや市議会だより	


